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［論文要旨］

Formation Process of Local Administration Units in the Miyagi Prefecture Area

FURUKAWA Kazuaki

　東北地方の宮城県地域は，古墳時代後期の前方後円墳や，横穴式石室を内部主体とする群集墳，

横穴墓群が造営された日本列島北限の地域として知られている。そしてまた，同地域には 7 世紀後

半代に設置された城柵官衙遺跡が複数発見されている。宮城県仙台市郡山遺跡，同県大崎市名生館

官衙遺跡，同県東松島市赤井遺跡などがそれである。本論では，7 世紀後半代に成立したこれら城

柵官衙遺跡の基盤となった地方行政単位の形成過程を，これまでの律令国家形成期という視点では

なく，中央と地方の関係，とくに古墳時代以来の在地勢力側の視点に立ち返って小地域ごとに観察

した。

　当時の地方支配方式は評里制にもとづく領域的支配とは本質的に異なり，とくに城柵官衙が設置

された境界領域においては古墳時代以来の国造制・部民制・屯倉制等の人身支配方式の集団関係が

色濃く残されていると考えられた。それが具体的な形として現われたものが７世紀後半代を中心に

宮城県地域に爆発的に造営された群集墳・横穴墓群であったと考えられる。

　宮城県地域での前方後円墳や，群集墳，横穴墓群の分布状況を検討すると，城柵官衙の成立段階

では，中央政権側が在地勢力の希薄な地域を選定し，屯倉設置地域から移民を送り込むことで，部

民制・屯倉制的な集団関係を辺境地域に導入した状況が読み取れる。そしてこうした，城柵官衙を

核とし，周辺地域の在地勢力を巻き込む形で地方行政単位の評里制が整備されていったと考えた。
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